
　
5
万
9
、
7
5
3
ト
ン
。
皆
さ
ん
は
こ

の
数
値
が
何
か
分
か
り
ま
す
か
。
10
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
約
6
、
0
0
0
台
分
に
相
当
す

る
こ
の
数
値
は
、
平
成
30
年
度
に
成
田
富

里
い
ず
み
清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
た
可
燃

ご
み
の
総
量
で
す
。

　
富
里
市
の
搬
入
量
を
差
し
引
く
と
、
本

市
か
ら
は
4
万
5
、
1
8
5
ト
ン
が
搬
入

さ
れ
て
い
ま
す（
図
1
）。
清
掃
工
場
の
建

設
当
初
に
想
定
し
て
い
た
本
市
の
年
間
処

理
量
の
上
限
は
約
4
万
2
、
0
0
0
ト
ン
。

近
年
の
搬
入
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
処
理
量
の
上
限
を
3
、

0
0
0
ト
ン
も
超
え
る
ご
み
が
搬
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
上
限
を
超
え
た
分
の
ご
み

は
ど
う
や
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
現
在
、
清
掃
工
場
で
処
理
し

き
れ
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
外
部
の
施
設

に
処
理
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
の
処
理

に
か
か
る
費
用
は
、
年
間
で
約
1
億
円
。

そ
の
ひ
と
手
間
か
ら
始
め
よ
う
！

ご
み
の
減
量
化

特集
限
界
を
超
え
て
い
る

ご
み
の
処
理
量
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財
政
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
平
成
29
年
度
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総

量
を
市
民
一
人
が
一
日
に
出
す
量
に
換
算

す
る
と
、
1
、
0
8
3
グ
ラ
ム
に
な
り
ま

す（
図
2
）。
県
の
平
均
と
比
較
し
て
2
割
、

一
年
間
で
表
す
と
65
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く

排
出
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
必
ず
発
生
す
る
可
燃
ご

み
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
意
識
し
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
量
は
減
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
特
集
で
は
、
ご
み
の
減
量
化

に
尽
力
す
る
市
や
企
業
、
地
域
の
取
り
組

み
を
追
い
、
ど
う
し
た
ら
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
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清掃工場に搬入された可燃ごみの総量（図1）
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一人一日当たりの可燃ごみの排出量（図2）

県
と
比
較
し
て
も
多
い

ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に
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可
燃
ご
み
の

内
訳
を
見
て
み
よ
う

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
必
要
な

情
報
を
得
る
た
め
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
内
訳
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
分
析
し
て
い
る
の
は
、

市
内
5
地
区
の
一
般
家
庭
と
市
内
の
事

業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み（
図

3
・
4
）で
す
。

　
本
市
の
可
燃
ご
み
に
は
一
体
ど
の
よ

う
な
物
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
を
見
て
み
る
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
紙
類
が
全
体
の
半
分

近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
卵
や
果
物
の

パ
ッ
ク
、
レ
ジ
袋
な
ど
が
あ
り
、
紙
類

に
は
主
に
新
聞
や
雑
誌
、
お
菓
子
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
な
ど
の
雑
紙
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
約
半
分
を
占
め
る
こ
の

2
つ
は
、
大
半
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

資
源
物
で
す
。
つ
ま
り
、
多
く
の
資
源

物
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
に
可
燃
ご
み

と
し
て
焼
却
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厨ち
ゅ
う

芥か
い

類
も
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。
厨
芥
類
は
、
一
般
家

庭
や
飲
食
店
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
や
、

消
費
期
限
切
れ
の
食
品
な
ど
の
生
ご
み

で
す
。

　
一
般
家
庭
と
事
業
所
の
ど
ち
ら
の
図

も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
紙
類
・
厨
芥
類

の
3
つ
が
内
訳
の
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ご
み
が
減
ら
な
い
主
な
原
因
は
、
正

し
く
分
別
さ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

資
源
物
や
、
買
い
過
ぎ
・
食
べ
残
し
・

廃
棄
な
ど
に
よ
り
発
生
し
た
生
ご
み
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
量
を
大
き
く
減
ら
す
に

は
、
こ
の
2
つ
の
問
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

膨大な量のごみを処理する清掃工場

一般家庭から排出された可燃ごみ（図3）事業所から排出された可燃ごみ（図4）
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注）有害ごみ、医療ごみ含む
※湿ベース重量（％）

減
ら
な
い
ご
み
の
原
因
を
探
れ

「
消
費
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
」「
ど
う
せ
全
部
燃
え
る
だ
ろ

う
」。
何
も
考
え
ず
に
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
買
う
前
・
捨
て
る

前
に
ち
ょ
っ
と
考
え
る
。
ご
み
の
減
量
化
の
鍵
は
、
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。

第１章
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成
田
市
の

減
量
化
へ
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
地
域
で
の
資
源
物
の
回
収

や
ご
み
の
分
別
を
促
進
す
る
と
と
も
に

本
市
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
活
動
を
行
う
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
推
進
員
の
確
立

　
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
集
積
所
の
管

理
や
ご
み
の
分
別
を
行
っ
て
も
ら
う
た

め
、
平
成
7
年
に
廃
棄
物
減
量
等
推
進

員（
ク
リ
ー
ン
推
進
員
）を
設
け
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
推
進
員
は
、
区
や
自
治
会

な
ど
の
推
薦
を
受
け
、
集
積
所
の
ル
ー

ル
の
啓
発
や
正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 　

ま
た
、
集
積
所
の
不
衛
生
化
や
不
法

投
棄
な
ど
、
地
域
で
発
生
し
た
ご
み
問

題
の
相
談
を
受
け
、
解
決
へ
と
導
き
ま

す
。
令
和
元
年
10
月
現
在
、
2
9
0
人

が
市
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
推
進

　
二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を

機
に
、
省
エ
ネ
に
対
す
る
意
識
が
全
国

的
に
高
ま
る
中
、
本
市
で
も
昭
和
61
年

に
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
自
治
会
や
子
ど

も
会
な
ど
の
団
体
が
市
に
登
録
し
、
紙

類
や
衣
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資

源
物
の
分
別
・
回
収
を
行
う
と
い
う
も

の
。
参
加
団
体
が
回
収
し
た
資
源
物
に

対
し
て
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
10
円
の

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
約
1 

5 

0
団
体
が
登
録
し
、
各
地
区
で
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
も

　
ご
み
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
ご
み
問
題
へ
の
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
的
な
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
小
学
4
年
生

を
対
象
に
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃
工
場

と
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
見
学
を
行
っ

て
い
ま
す
。
見
学
で
は
、
ご
み
処
理
や

資
源
の
再
利
用
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
学
び
ま
す
。

広がる分別の意識

後藤 千草さん（田町）

リサイクル運動参加者
田町子供会

ひと手間を大事にして
　クリーン推進員になって2年目になります。地区の皆
さんの努力もあり、集積所に出されるごみも分別される
ようになって、うれしく感じています。しかし、宗吾地
区も含め、市内全体で見るとまだまだ分別の徹底ができ
ていないのが現状です。皆さんもごみを捨てるときは、
リサイクル可能なプラスチックや雑紙などを分けるひと
手間を惜しまないで、しっかりと分別することでごみの
量を減らしていきましょう。

　田町子供会では、自宅から資源物を持ち寄るだけで
なく、高齢者や足が不自由な人の家にも伺って回収す
るようにしています。回収場所では、ペットボトルの
中に瓶や缶が混ざっていないかなどを注意して確認し
ています。活動によって得た奨励金は、子ども会の運
営や催しなどの費用に充てているので、これからも地
区の皆さんと協力しながら回収を行っていきたいです。

大内田 眞
まこと

さん（宗吾）
クリーン推進員

活動している人に聞いてみました

浅野 肇
はじめ

さん

成田富里いずみ清掃工場運
営委託会社
成田富里環境マネージメン
ト株式会社所長

循環型社会を目指すために
　成田富里いずみ清掃工場は、資源化できない
ごみを処理し、コンクリートやアスファルトの
材料として使われるスラグなどの資源を生み出
す工場です。しかし、清掃工場に搬入されるご
みを見るとペットボトルや紙類などの資源物が
多く捨てられています。皆さんには、きちんと
分別して資源物はリサイクルに出すということ
を心掛けてもらいたいです。

インタビュー

ごみの減量化　そのひと手間から始めよう！特集
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　家庭や事業所から出る可燃ごみを処理するため、平成24年10月に開設
された施設です。ごみを高温で溶解することで土木資材などへ再利用でき
るスラグを生成するほか、ごみを溶解する際に発生する余熱を利用して発
電を行い、施設に必要な電力を賄っています。また、処理する際に発生す
るガスはさまざまな装置で無害化し、環境への負担を少なくしています。

成田富里いずみ清掃工場

平成小学校の子どもたちが成田富里いずみ清掃工場とリサイクルプラザを見学しました。
子どもたちは、この見学でどんなことを学んだのでしょうか。

子どもの頃から学ぶ大切さ

❶ごみに関する知識を学ぶ
市の職員の解説を聴き、ごみを減らすことや資源化して再利用
することの大切さを学びました。

❷清掃工場の仕組みを知る
パネルに沿って、余熱を利用して発電する設備や排ガス処理設
備などの仕組みについて解説を受けました。子どもたちは真剣
な表情で説明を聞いていました。

❸ごみピットを見学
清掃工場に運び込まれた大量のごみを見て、子どもたちはごみ
問題の深刻さに気付いたようです。

ごみが道路のアスファルトに使われ

ていると知ってびっくりしました。

清掃工場で山積みになったごみを

見て驚きました。 買い物に行くときは

マイバッグを使うなど、 できることか

ら始めたいです。

矢
や む ら

村 涼
りょうせい

晴さん

川
かわむら

村 百
も も え

恵さん

広報なりた 2019.11.1 6
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　平成10年4月に開設された施設で、ペットボトル、瓶などの資源物や不
燃ごみ、粗大ごみを集めて再資源化を行います。粗大ごみの処理施設棟、
貯留棟、不用品再生施設棟の3つの棟からなっています。また、学習研修
室や再生品を展示するホール、情報コーナーなどが設けられ、リサイクル
などについて学習できます。

リサイクルプラザ

❶修理作業の現場を発見
市内各地から集まった自転車を修理する様子を見学。壊れた物
でもまだまだ使えるということに気付きました。

❷プラットホームにはさまざまなごみが
資源ごみや不燃ごみ、粗大ごみなどがこの場所に集められます。
捨てられてしまった物の中には、まだ使えそうな物がたくさん
ありそうです。

❸ガラス瓶などの分別作業を見学
分別されたガラス瓶などは細かく破砕され、カレットになりま
す。このカレットがガラス製品や舗装材にリサイクルされるこ
とを学びました。

百聞は一見にしかず
　ごみを減らしていくためには、子どもの頃からごみ問題に
ついて関心を持ってもらうことが大切です。教科書で「ごみ
を減らしていこう」と学ぶだけでは実感が湧かないと思いま
す。実際に現場を見ることで、こんなにもごみが溢れている
のかと感じるはずです。施設を見学することで自分たちに何
ができるのかを考えるきっかけにして欲しいです。

恩田 栄治さん
クリーン推進課

インタビュー

壊れた自転車を修理しているところ

を見て、 物を最後まで大切に使お

うと思いました。

缶や瓶などが生まれ変わると知っ

て、 しっかりと分別することが大事

だと思いました。

髙
たかはし

橋 明
あ き と

斗さん

石
いしかわ

川 奈
な な

々さん

ごみの減量化　そのひと手間から始めよう！特集
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の
減
量
化
に
は
企
業
の
協
力
も
不
可
欠

で
す
。
そ
ん
な
現
状
を
解
消
し
て
い
こ

う
と
、
市
内
に
は
果
敢
に
取
り
組
む
企

業
が
あ
り
ま
す
。

地
域
貢
献
と
減
量
化

株
式
会
社
ナ
リ
タ
ヤ

　
株
式
会
社
ナ
リ
タ
ヤ
は
、
県
内
14
店

舗
で
生
鮮
食
料
品
を
販
売
し
て
い
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
店
で

す
。
全
店
舗
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
段
ボ
ー
ル
や
古
紙
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
物
を
回
収

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
社
会
科
見
学
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
教
え
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
習
慣
づ
く
り

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
資
源

物
を
出
す
と
、
回
収
量
に
よ
っ
て
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
、
ナ
リ
タ
ヤ
全
店
舗
で

使
え
る
商
品
券
と
交
換
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
所
か
ら
も
多
く
の
ご
み
が

　
本
市
に
は
、
食
品
製
造
業
や
伝
統
的

な
手
工
業
の
ほ
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

金
属
製
品
製
造
業
な
ど
の
事
業
所
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
ご
み
の
総
排
出
量（
図
5
）を

見
る
と
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご

み
は
全
体
の
約
4
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
過
去
5
年
で
見
て

も
減
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
ご
み

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

（t/ 年）

2,1012,101 1,9841,984 1,8631,863 1,7541,754 1,6781,678

18,648 18,694 18,790 18,881 18,697

32,161 32,354 32,618 31,931 31,904

52,910 53,032 53,271 52,566 52,280

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

■一般家庭　■事業所　■そのほか
※端数処理の関係上、合計と内訳が一致しない箇所があります。

成田市のごみの総排出量（図5）

企
業
の
ご
み
減
量
戦
略
を
調
査

市
内
に
は
多
く
の
企
業
が
事
業
所
を
構
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
ご
み
の
減
量
化
に
懸
命
に
取
り
組
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

購入する前に考えて回収とポイントで
一石二鳥 　ナリタヤでは廃棄を出さないと

いう考えを大切にしています。個
人でも、冷蔵庫の中身を確認して
から買い物をしたり、自分が食べ
られる分だけを買ったりすること
で、食品ロスを減らしてほしいと
思います。

　買い物の際にリサイクルス
テーションを利用しています。
ごみの回収日に関係なく出せ
るのでとても助かっています。
また、店舗で使えるポイントも
たまるので、得した気分です。 真部 高宏さん

株式会社ナリタヤ
下総滑川店店長

井上 あづささん（土屋）

インタビューインタビュー

ナリタヤ利用者

第２章

リサイクルステーションの仕組みを解説
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❸飼料は養豚場へ
残さは栄養バランスの取れた飼料となり養豚場へ送
られました。

　
買
い
物
の
つ
い
で
に
資
源
物
を
出
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
気
軽
に
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
習
慣
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
に

　
ナ
リ
タ
ヤ
で
は
、
食
品
の
廃
棄
を
出

さ
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
鮮
食
料

品
の
発
注
の
際
に
は
、
前
日
の
売
り
上

げ
や
天
気
、
気
温
な
ど
の
要
因
か
ら
、

そ
の
日
に
売
れ
る
物
を
予
想
し
発
注
量

を
調
整
。
売
れ
残
り
そ
う
に
な
っ
た
ら

値
引
き
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
そ
の
日

に
納
品
し
た
物
は
そ
の
日
に
売
り
切
る

よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
で
、
ご
み
を
出

さ
な
い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

飼
料
に
食
品
残
さ
を
活
用

株
式
会
社
タ
ス
コ
フ
ー
ズ

　
株
式
会
社
タ
ス
コ
フ
ー
ズ
は
、
主
に

航
空
機
内
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
パ
ン
や
洋
菓

子
類
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
企
業
で

す
。

　
パ
ン
や
ケ
ー
キ
の
切
れ
端
と
い
っ
た

製
造
過
程
で
発
生
す
る
食
品
残
さ
を
豚

な
ど
の
餌
に
す
る
「
飼
料
化
」
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
食
品
残
さ
の
飼
料
化
を
始
め
た
の
は

5
年
ほ
ど
前
。
動
物
関
係
の
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
会
社
か
ら
「
残
さ
を
餌
と
し
て

提
供
し
て
欲
し
い
」
と
連
絡
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
本
来
は
捨

て
る
だ
け
だ
っ
た
残
さ
が
飼
料
と
し
て

活
用
で
き
る
と
分
か
り
、
提
供
を
始
め

ま
し
た
。
今
で
は
専
門
の
業
者
と
契
約

し
て
、
一
日
に
出
る
約
8
0
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
の
残
さ
を
回
収
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
飼
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
物
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
パ
ン
や
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
は

乾
燥
飼
料
に
、
比
較
的
水
分
が
多
い

ケ
ー
キ
の
ス
ポ
ン
ジ
生
地
な
ど
は
液
状

の
飼
料
に
し
て
い
ま
す
。

ご
み
を
出
さ
な
い
企
業
努
力

　
タ
ス
コ
フ
ー
ズ
で
は
飼
料
化
を
行
う

ほ
か
、
食
品
残
さ
を
減
ら
す
こ
と
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
の
製
造
工
程
で
は
気
候
や
季
節

に
合
わ
せ
て
発
酵
時
間
を
調
整
し
、
生

地
を
成
型
す
る
際
に
は
形
の
悪
い
物
を

作
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
で
、
製
品

ロ
ス
を
極
力
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
何
が
原
因
で
製
品
ロ
ス
が
増

減
し
た
の
か
を
調
査
す
る
ロ
ス
分
析
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

製
造
全
体
に
占
め
る
製
品
ロ
ス
の
割
合

を
約
1
〜
1
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
業
務
内
容
と
製

造
結
果
を
細
か
く
管
理
・
分
析
す
る
こ

と
で
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

タスコフーズでの飼料化の過程を追いました。
食品残さが活用されるまで

伊藤 健司さん

株式会社タスコフーズ
品質管理部部長兼総務部部長

会社全体で取り組む
　パンや洋菓子類などの食品残さは飼料としての売り上げに
もつながるので、従業員全員で回収を徹底しています。また、
食品だけでなく、個別包装しているビニール類や段ボールな
ども自然と分別するようになり、従業員一人一人のリサイク
ル意識が高まってきています。これからも会社全体でごみの
減量化に取り組み、継続していけるよう励んでいきます。

インタビュー

❶食品残さの収集
製造過程で出たパンやケーキなどの残さを自社の倉
庫に集めます。

❷仕分け・飼料づくり
集められた残さは専門の業者が飼料化を行う工場に
運びます。工場では原料ごとに分けられ、破砕処理
された後、さまざまな飼料に生まれ変わります。

ごみの減量化　そのひと手間から始めよう！特集
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Q.市指定の白いごみ
袋に入れられる物は
次のうちどれでしょ
う？

ごみや資源物を出す前のちょっとした心遣いが、清掃工場や作業員の負担を減らします。

3つの「R」を実践しよう 一口にごみを減らすといってもその方法はさまざまです。具体的にどのようなことがごみを
減らすことにつながるのか、今一度考えてみましょう。

詰め替え容器を使用
する
シャンプーなどは詰
め替えできる物を
選びましょう。

必要な人の下へ
　フリーマーケットやリ�
　　サイクルショップを�
　　　利用しましょう。

同じ物を長く使う
家具や家電は修理して大
切に使いましょう。

分別博士！
これであなたも

クイズ

◀①卵のパックと白
　トレイ

②ストロー▶

◀③プラスチック製
　の容器

④お菓子の包装▶

◀⑤汚れた納豆の
　パック

⑥ビニール袋▶

◀⑦プラスチック製
　のおもちゃ

＊正解は13ページに掲載しています。

⑧発泡スチロール▶

　まだ使える物を捨てずに使い続けること。ほかの人に譲ったり、修
理したりすれば、一つの物を長く使い続けることができます。

euseRリユース

再利用する

一・二・三の心遣い
●ペットボトルの分別
　三原則
◦水で軽くすすぐ。
◦�キャップとラベルは白色の
指定ごみ袋へ入れる。
◦�ペットボトルはつぶしてオ
レンジ色の指定ごみ袋へ。

●二重袋を知っていますか
プラマークのある物をレジ袋などで
まとめ、白色の指定袋に入れること
を二重袋といいます。二重袋は手作
業で行われるリサイクル処理に支障
をきたすので分けて出しましょう。

プラスチック製
容器包装

●生ごみは一絞りして
生ごみの75パーセントは水分です。捨て
るときにギュッと絞るだけで重量を大きく
減らせます。また、水分が少なくなるので
腐敗しにくく、臭いも抑えられます。

不要となったCDやペットボト
ルの飲み口を使うと、手を汚さ
ずに絞れます。

広報なりた 2019.11.1 10
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　3Rとは環境になるべく負荷をかけ
ない循環型社会を形成するための標
語で、Reduce（リデュース）、Reuse
（リユース）、Recycle（リサイクル）の
3つの頭文字をとった言葉です。
　一度は聞いたことがあっても、く
わしく知らない人も多いのではない
でしょうか。それぞれの意味と具体
例を確認していきましょう。

　資源の無駄遣いをなくし、ごみを減らすこと。3Rの中で最も重要
です。そもそもごみを出さなければごみは増えません。日々のちょっ
とした心掛けで、ごみを減らすことができます。

　使い終わった資源から新たな物を生み出すこと。もう使うことがで
きないくらい使ったらいよいよリサイクルです。正しく分別すること
で、もう一度資源として活用できます。

3つの「R」を実践しよう

educeR リデュース

ecycleR リサイクル

マイバッグを使用する
買い物にマイバッグを持
って行けばレジ袋は
必要なくなります。

適切な分別を
　正しく分別すれば資源�
　　になります。

再生品を使おう
エコマークやグリーン
マークなどが入った
再生品を使いま
しょう。

生ごみは堆肥に
生ごみを堆肥化すること
で、ごみの減量化につな
がります。

食べ物は買い過ぎず
作った物は食べ切る
買う物は事前に決めてお
き、料理は作り過ぎない
ようにしましょう。

分別のことはお任せあれ
　住んでいる地域の収集日を事前
に知らせてくれる通知機能や、どの
指定袋で出せば良いか分かる分別
帳、収集日カレンダーなどを備えた
アプリです。下の二次元バーコード
からダウンロードして、ごみや資源
物を分別する際に活用してくださ
い。

Android端末用 iPhone・iPad用

スマートフォン用アプリ
「さんあ～る」

ごみを減らす

再生利用する

3Rって知ってる？

スリーアール

使い捨ての物を断る
　割り箸、紙コップなど�
　　使い捨て商品はなる�
　　　べく使わないよう�
　　　　�にしましょう。

第３章

ごみの減量化　そのひと手間から始めよう！特集
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「
も
っ
た
い
な
い
」の
気
持
ち
を
育
て
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 「
も
し
も
」の
状
況
は
す
ぐ
そ
ば
に

　
皆
さ
ん
は
、
ご
み
が
処
理
さ
れ
ず
町

中
に
溢
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
。
誰
か
が
回
収
し
て
く
れ
る
の
を
待

ち
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
、
自
分
で
ご
み

を
処
理
し
ま
す
か
。
普
段
、
ご
み
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
回
収
さ
れ
、
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
が
ず
っ
と

続
く
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ほ
か
の
市
町
村
で
は
、
処
理
施
設
が

壊
れ
た
こ
と
で
、
ご
み
が
回
収
さ
れ
な

く
な
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。成
田
市
も
、

清
掃
工
場
を
限
界
ま
で
稼
働
し
て
い
る

今
の
状
態
が
続
け
ば
、
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
で
き
ず
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
状
況
に
な
っ
て
か
ら
、
目
の
前

に
あ
る
ご
み
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
、
少
し
で
も
出
す
ご
み
を
減
ら
さ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
も
遅
い
の
で
す
。
手

遅
れ
に
な
る
前
に
、
ご
み
を
減
ら
す
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

変
わ
り
始
め
た
社
会
の
流
れ

　
経
済
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
必
然
的

に
ご
み
は
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
現
在

昭和52年から廃棄物処理の業務に携わる。その経験を
生かし、本市でも平成10年からリサイクルプラザ運営
委員長に就任。その後、現在まで20年間にわたりリサ
イクル教室などを通して本市の抱えるごみ問題の啓発
に取り組む。平成29年から環境審議会の副会長も務め、
本市の環境行政を支えている。

リサイクルプラザ運営委員長

片岡 孝治さん

は
環
境
に
や
さ
し
い
経
済
活
動
が
主
流

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
6
年
に
国
連
大
学
が
提
唱
し
た

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
考
え

方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
企

業
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
な
ど
を
別
の

企
業
が
利
用
す
る
こ
と
で
廃
棄
物
を
な

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
考
え
の
下
、
社
会
全
体
で
ご
み
を
減

ら
そ
う
と
い
う
流
れ
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
企
業
に
比
べ
て
個
人
単
位
で

は
ご
み
問
題
へ
の
意
識
が
ま
だ
定
着
し

て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

大
切
で
す
。
物
を
大
事
に
し
、
無
駄
な

物
は
買
わ
な
い
と
い
う
意
識
を
毎
日
の

生
活
の
中
で
習
慣
付
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
も
っ
た
い
な
い
を
習
慣
付
け
る
こ
つ

は
、
食
事
と
同
じ
で
す
。「
腹
八
分
目

に
医
者
い
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
食
事
の
際
に
食

べ
過
ぎ
ず
、
腹
八
分
目
に
す
る
こ
と
で

健
康
を
維
持
で
き
る
と
い
う
も
の
。
こ

の
こ
と
わ
ざ
と
同
じ
く
、
も
っ
た
い
な

い
を
過
度
に
意
識
し
な
い
こ
と
で
、
無

理
せ
ず
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
始
め
は
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
か
ら

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
詰
め
替

え
製
品
を
選
ん
だ
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
用
し
た
り
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
自
分
が
着
な
く
な
っ
た

服
や
読
ま
な
く
な
っ
た
本
な
ど
は
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な

ど
で
、
必
要
と
し
て
い
る
ほ
か
の
人
に

譲
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
愛
着

を
持
っ
て
大
切
に
し
て
い
た
物
を
誰
か

が
使
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
は
、
と
て

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
周

り
に
は
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
も
っ
た
い
な
い
の
気
持
ち
を
育

て
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

地域の美化活動では参加者を先導楽しくリサイクルできる方法を教える
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特
集
の
終
わ
り
に

　
今
回
の
取
材
で
は
、
市
内
の
各
所
で

行
わ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
現

場
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
朝
早

く
か
ら
資
源
物
を
持
ち
寄
り
、
し
っ
か

り
と
分
別
を
行
う
地
域
の
皆
さ
ん
の
姿

が
。
地
域
全
体
で
協
力
し
、
ご
み
を
減

ら
し
て
い
こ
う
と
活
動
す
る
そ
の
姿
勢

に
、
私
自
身
も
し
っ
か
り
と
分
別
し
て
、

ご
み
を
減
ら
す
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
い
ま
だ
に
多
く
の
資

源
物
が
分
別
さ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
取
材

を
し
て
い
る
中
で
「
分
別
に
迷
っ
た
物

は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
」
と
聞
く
と

「
迷
っ
た
と
き
は
そ
の
ま
ま
可
燃
ご
み

に
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
回

答
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
捨
て
よ
う
と
す
る
前
に
、
そ
れ
が
資

源
物
か
ど
う
か
を
調
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
少
し
の
行
動
が
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
み
を
減
ら

し
て
い
く
た
め
の
始
め
の
一
歩
は
、
ご

み
が
ご
み
で
な
い
と
気
付
く
こ
と
。
そ

し
て
、
誰
か
に
任
せ
ず
自
ら
行
動
す
る

こ
と
。
そ
の
ひ
と
手
間
が
成
田
の
未
来

を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

正解は①④⑥⑧です。プラスチック製容器包装には目印となるプラマークが付いています。プラマークが付いている物は白
色の指定袋に入れてください。⑤水で軽くすすいでも油分や汚れが取れない物や②③⑦プラスチックそのものが商品となる
物は白色の指定袋に入れることはできません。可燃ごみや粗大ごみとして出してください。
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ごみの減量化　そのひと手間から始めよう！特集
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